
はじめに

ニホンカモシカ （以下カモシ
カとする）は，ウシ科ヤギ亜科に属する日本固有
の種で，本州，四国，九州に分布している．四国
においては，四国東部の剣山地および海部山地の
一部を中心に分布している（徳島県教育委員会・
高知県教育委員会， ）．四国のカモシカは地
域的に隔離された個体群であり，一時期絶滅の危
機に瀕していたが，その後，生息頭数が徐々に回
復し，絶滅の危機をどうにか回避できる頭数に回
復したと考えられている（中西， ）．
カモシカの食性を調べる方法としては， ）斃
死もしくは駆除個体の胃内容物の分析（宮尾，
千葉・山口， 高槻・鈴木， 山口ほ
か， ）， ）野外で採取された糞の分析（森ほ
か， ， ）， ）直
接観察による確認（ ， ）， ）採食痕の
確認による食物の推定（千葉・山口， 鈴木
ほか， ）が行われている．これらにより，カ
モシカは年間を通じて木本類，特に広葉樹を主要
な食物として利用しており，針葉樹や草本類は季
節や地域によって採食量が異なることが報告され
ている．本種の食性に関しては多くの報告がなさ

れているが，四国のカモシカについては少なく，
徳島県教育委員会（ ）が採食痕での調査結果
を，中西（ ）が斃死個体から採取した胃内容
物の分析結果を報告しているに過ぎない．前者の
場合，同所的にニホンジカ が生息し
ている地域での調査結果である．採食痕ではカモ
シカとニホンジカの区別ができないため，両者の
採食痕を混同して報告している可能性が高い．中
西（ ）による報告は，個体の解析結果であり，
四国のカモシカの食性を明らかにするにはより多
くのデータを蓄積する必要がある．筆者はカモシ
カの胃内容物を分析する機会を得たので，ここに
報告する．

試 料

分析に用いたカモシカは， 年 月 日，高
知県香美市物部町三嶺登山道（図 ）において斃
死していた雄個体である．回収した際，外見上の
異常は特に認められなかった．解剖時には，右前
脚の蹄の部分に膿が溜まっているのが確認され
た．この症状により，この個体は歩行困難になっ
ていた可能性がある．成獣であるにも関わらず，
回収時の体重が しかないことから衰弱して
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いた可能性が考えられた．その他についての異常
は認められなかった．
回収地点の標高は 付近であり，回収時
に積雪は無かった．回収地点周辺の植生は，ブナ

の下層にササ類が優占しており，環
境庁（ ）ではブナ スズタケ群団となってい
る．
本個体の外部計測値を表 に示す．この個体は
回収・計測した後，解剖し，毛皮標本および骨格
標本化した．毛皮標本（標本番号 ）
は愛媛県総合科学博物館に，骨格標本（標本番号

）は四国自然史科学研究センター
にそれぞれ保管されている．

方 法

カモシカの食性を明らかにするためにポイント
枠法（

， ）による定量的分析を行った．第一
胃より採取した内容物を メッシュのふるいを

用いて水洗した後，残った内容物を分析に用いた．
水洗した内容物を メッシュの入ったシャーレ
に展開し，各植物片が覆っているメッシュの交点
を 点以上計測し，その比率を全体の構成比と
した．計測に際し，内容物を以下のグループと項
目に分類した．
）グラミノイド（非同化部，ササ類，ササ類
以外のグラミノイド，不明）

）木本（常緑広葉樹，落葉広葉樹，針葉樹，
枯葉，樹枝，樹皮）

）種実（果実，種子，堅果）
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図 ．カモシカの幣死体回収場所 回収地点．（国土地理院発行の 万 千分の 地形図（久保沼井）をもとに作図）

表 ．回収個体の計測結果
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）その他（草本類，シダ類，不明）
出現した植物については，可能な限り種の同定
を行った．

結果と考察

分析結果を表 に示す．最も多く出現したグルー
プはグラミノイドの であり，ササ類が

を占めていた．次に多く出現したグループ
は木本の であり，針葉樹が を占めて
いた．出現した針葉樹はウラジロモミ

であった．その他にも枯葉や草本類が出
現したが，その量はわずかであった．種実は出現
しなかった．
ササ類はカモシカにとって冬季の重要な食物で
あることが報告されている（高槻・鈴木， ）．
また，鈴木ほか（ ）は，常緑針葉樹とササ類
を冬型食植物とし，ササ類は他の植物が減少する
冬季のみに採食されると考えている．高知県にお
いても， 年 月 日に馬路村魚梁瀬で回収され
た個体より， という高い割合でササが出現
している（中西，私信）．同地域で同年の 月およ
び 月に回収された 個体の胃内容物にはササが出
現していない（中西，私信）．一方，山形県では
ササ類の利用割合が と低い（ ，
）．また，下北半島では針葉樹の採食割合は

低く（ ），ササ類については全く利用し
ていない（ ， ）．この理由について

（ ）は，これまでの報告を標高
以下と標高 に分けた．そのうえで，
もし食性と標高が関連しているのであれば，食物
条件の悪い状況下でササ類は多く利用されるので
はないかとしている．本報告の個体が回収された
地点は，標高 以上である．周辺地域には
ミヤマクマザサ群落があり，三嶺・天狗塚のミヤ
マクマザサおよびコメツツジ群落として国の天然
記念物に指定されている．食物の少ない冬季にお
いて，ササ類はこの地域に生息するカモシカの重
要な食物となっている可能性がある．
本報告は 個体の胃内容物の分析結果に過ぎず，
四国におけるカモシカの食性を明らかにするため
には，継続的にデータを蓄積していく必要がある．
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